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埼玉大学 中島 雅子

OPPAでできること
―第三吾嬬小学校の評価改革―

2026年2月10日墨田区立第三吾嬬小学校研究発表会
「児童の主体性の育成～児童が主体となる『学習時間』の創出～

ポイントは概念や考え⽅の形成過程

メタ認知を可能にすることによる学習者主体の学び
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l⼀⽣懸命教材研究をして、丁寧に説明しているのに、なかなかその通りに伝わら
ない。何回説明し直しても、伝わらない。

l学習者主体の学びって⼦供の⾃由にさせるってこと︖
lわかりやすく説明したはずなのに、わからない顔をしている⼦供がいる。
lグループ活動や、追加のプリントを作ったり、板書を⼯夫したり、「ヒントカード」を
使ったり、でも、なかなか児童全員がわかったとはならない。

l公開研（研究授業）で⾏うような授業は準備も⼤変だし、年に数回しかでき
ないよ・・。

忙しい中、こんなに授業の⼯夫を頑
張っているのに、何かパッとしない。
どうしてうまくいかないの？？
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理論負荷性
l「⼈はもともと⾃⾝が持つ、枠組み（理解・思考の仕⽅）を持ってお
り、その枠組みを通して理解すること」

←ここに、これまであまり注意を払ってこなかった。
例︓同じものを⾒ても、同じ本を読んでも、体験（活動）しても、その⼈なりの理解をする。
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今井むつみ（2024）『何回説明しても伝わらない」はなぜ起こるのか？ 認知科学が教えるコミュニケーションの本質と解決
策』日経BP、p.4。

今井むつみ（2024）
「⼈は、何をどう聞き逃し、都合よく解釈し、誤解し、忘れるのか」を知ること

Hanson, N.R.(1958)Patterns of  Discovery, Cambridge University Press,p.19.

OPPA論は概念や考え⽅の形成過程に注⽬

コミュニケーションの本質
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OPPシート
研究②

研究①
可視化

「振り返り」と「⾒通し」
学習指導要領

授業
（インプット）

評価
（アウトプット）
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9堀 哲夫（2003）『教育評価の本質を問う ⼀枚ポートフォリオ評価 OPPA ⼀枚の⽤紙の可能性』東洋館出版社. 

思考や認知過程の内化・内省・外化と
学習者・教師の認知構造

l 「振り返り」を、その具体的活
動がわかるように「内化・内
省・外化」として捉えている。

l 「内化・内省・外化」は、学
習者⼀⼈ひとりの実態に即
して⾏われるため、学習内
容の理解を深める「⾜場か
け」とも⾔える。

l 両者が⼀体化して⾏われる
とき、⼤きな効果を⽣み出す
ことができる。

9

中島 10

ボールペンが⽔平に
なる位置はどこ︖

評価の⼀例
素朴概念調査問題

これまではテストで知識を問うことがほと
んどだった。
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11

実践例
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図  OPPシートの一例と骨子の概要

①
本
質
的
な
問
い

②「今日の授業で
一番重要だと思っ
たこと」と、「感
想・疑問点」を、
毎時間記入

これにより、授業
評価を行う

学習前に記入

③学習前・中・後を比
較しあなたは何か変わ

りましたか？何がどう
変わりましたか？

学習後に記入

OPPシートとその記述例

13

自分ごと（主体性）価値観を重視
⼦供が『主語』

⾃分の変容を⾃覚させる問い

履歴として残す

メタ認知を可能にするよう設定

13

メタ認知

14

15

図 OPPA論の学力モデル

学ぶ意味・必然性の感得

非認知能力

OPPA論による学習者主体の学び

堀 哲夫（2019）『新訂 ⼀枚ポートフォリオ評価OPPA⼀枚の⽤紙の可能性』東洋館出版社 
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受験はこれで通⽤するの︖

https://benesse.jp/berd/up_images/research/201
90328_newsletter.pdf

同じ⾼校⽣を３年間追跡
「メタ認知」が成績上昇に効果

－⾃分の学習を客観視することが⼤切－

⾃⼰調整学習（⾃学⾃習が可能に）

17

（1）実施対象︓A⼩学校5年⽣19名 ６年⽣１２名
（2）実施時期︓2025年10⽉2⽇〜10⽉31⽇
（3）実施対象授業⼩学校5年⽣「流れる⽔のはたらき」
（4）実施教材 『新しい理科5年』東京書籍

18

秩⽗市⽴荒川東⼩学校松本尚樹先⽣の実践

18

小学校5年生 理科 「流れる水のはたらき」

フッターを追加 19

19

20

①学習後の
本質的な問い

②学習履歴
⼀番⼤切なこと

③学習後の
⾃⼰評価

③学習後の
⾃⼰評価

①学習前の
本質的な問い

児童⽤OPPシート

20
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教師⽤OPPシート

21

①学習後の
本質的な問い
学習後の児童の変容

①学習前の
本質的な問い

本質的な問いを設定した理
由を明記

②指導履歴
当該授業の最重要点を明記
学習者の学習履歴とのズレの

有無の確認
次時の授業の修正点等

③授業後の⾃⼰評価
授業の適切性や改善の適否を

⾃⼰評価

③授業後の⾃⼰評価

21

「本質的な問い」の活⽤例 ⼩学校５年⽣ 「流れる⽔のはたらき」

フッターを追加 22

本質的な問い「⼟地とは何だろうか」［学習前］
教師の設定理由

児童A

回答の類型 ⼈数〔⼈〕（複数回答あり）
建物が建つ場所 14
建物以外の場所 ５
地⾯のこと ６
その他 ３

児童B

22

単元計画の修正

フッターを追加 23

時 学習活動
１
２
３

・パフォーマンス課題「A・B・Cの家を守るために
は？」から流れる⽔の働きと⼟地の変化の様⼦につ
いて問題を⾒いだす。
・川や川原の様⼦の違いから、上流と下流の違いを考える。
・上流・中流・下流の様⼦を調べ、違いを話し合わせまと
める。

９
１０
１１
１２

・川の⽔による災害や、災害に対する備えについて、
調べたり考えたりする。
・パフォーマンス課題「A・B・Cの家を守るために
は？」を通して、災害を防ぐための⽅法を考える。
・流れる⽔の働きについて、学んだことをまとめる。

修正前 修正後
時 学習活動
１
２
３

・川や河原の様⼦の違いから単元の問題を⾒
いだす。

・上流・中流・下流の様⼦を調べ、違いを話
し合いまとめる。

４
５
・⼟の斜⾯に⽔を流して、流れる⽔の働きを
調べる。

６
７
８

・流れる⽔の働きが⼤きくなるのはどのよう
なときか予想する。

・流れる⽔の量と⼟地の様⼦と変化の関係を
調べる⽅法を考える。

・流す⽔の量を変えて、⽔の働きの違いを調
べる。

９
10
11
12

・川の⽔による災害や、災害に対する備えに
ついて、調べたり考えたりする。

・⾃分たちの住む地域を流れる川を観察して、
川の様⼦や災害を防ぐための⽅法を考える。

・流れる⽔の働きについて、学んだことをま
とめる。

23

パフォーマンス課題「A・B・Cの家を守るためには︖」

フッターを追加 24

児童F ・カーブの勢いで、A地
点より強い流れが起こる
ので、A地点よりも
頑丈な壁をつくる。

24
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フッターを追加 25

25

フッターを追加 26

⼦供の⾃⼰効⼒感、
⾃⼰肯定感
↓

・意欲向上
・理科を学ぶ意味の
感得

26

27

⾒取るための謎の記号（法政⼤学 辻本昭彦教授）
E︓学習内容 C︓コンセプト J︓⽇常⽣活 S︓思考 K︓興味関⼼創造 T︓技
能G︓疑問批判 M︓メタ認知

成績づけには使わない←効果激減

27

28

新居唯志・関山佑一「いま注目の非認知能力とは －OPPA論の可能性－」中島雅子編著『OPPA論でつくる授業 小学校
編』東洋館出版社、pp.29-36。

l授業にOPPA論を活⽤することで，学習者の主体的な学びを促し、
「⾮認知能⼒」の育成が可能になることが明らかになっている

みずほリサーチ&テクノロジーズ株式会社との共同研究
（2022）

28
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誠実性 グリット ⾃⼰制御・⾃⼰
コントロール

好奇⼼ 批判的思考

楽観性 時間的展望 情動知能 感情調整 共感性

⾃尊感情 セルフコンパッ
ション

マインドフルネ
ス レジリエンス エゴレジリエン

ス

⼩塩真司（2021）『⾮認知能⼒ 概念・測定と教育の可能性』北⼤路出版。

非認知能力
⼩塩真司（2021）
⼼理学などで実証された論⽂のメタ分析を通じて、①教育可能であり、②その教育
は望ましい成果についながるものの総称概念

29

自尊感情

好奇心

メタ認知

時間的展望

30

セルフコンパッション

グリット

31

６年⽣ ⼤地のつくりと変化 

32
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第三吾嬬⼩学校の評価改⾰

令和7年度に通知表を廃⽌

33

改⾰を実践する上での課題
１ 教師の教育観の問題
教育観︓評価観、学習観、授業観、教材観といった教育に関わる考え⽅の総称

l 「理解はするが、うちの学校ではやれない」という何かが存在する
l 学校現場の改善には“内なる教育改⾰”がどうしても必要
l ⼦ども⾃らに体験させ，試⾏錯誤や失敗を繰り返しながら，⾃らの⽅法で課
題をつかみ⾃学していくという「学習観の移動」が、教育改⾰の現実的な柱の
１つになっていかなければなりません。

l 「教育に対する理念や哲学が変わらない限り『改⾰』はかけ声だけに終わって
しまう気がしてなりません」

成⽥幸夫（1987）『オープンスクールの挑戦3 学校をかえる⼒ - 緒川⼩学校・学校改⾰の軌跡』ぎょうせい、
pp.9-10

成⽥幸夫（1987）

34

学習者主体の学びを実践する上での課題
２ 教師の「主体的な学び」に関する考え方の問題 

l 「主体性」「主体的」という⾔葉の意味が曖昧で⼀貫性がないことにより，
教師の「主体的な学び」に関する考え⽅がさまざまな可能性がある。

⽩井俊（2020）「OECD Education2030プロジェクトが描く教育の未来 エージェンシー，資質・能⼒とカリキュ
ラム」ミネルヴァ書房、pp.86-87

⽩井俊（2020）

l 学習者主体の学びって⼦供の⾃由にさせるってこと︖
l ⾃由進度学習もよく聞くけど、⼤変そう・・・

35

学習者主体の学びとは

36

図２ 溝上慎一 (2020).社会に生きる個性―自己と他者・拡張的パーソナリティ・エージェンシー、東信堂

36
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教師が説明しなくても、⽣徒は⾃
分たちの⼒で学んでいくと実感した経
験から、教師の役割は「⽣徒の学び
をサポートすること」だと考えるように
なった。⽣徒の興味や疑問を中⼼に
授業を構成するようにしたので、今ま
ででは感じられない⽣徒の活き活きと
した活動があり、教師の想定を超えた
⽣徒の学びが⾒られた。

教師が分かりやすく説明すれば⽣
徒は分かってくれ、内容が分かれば理
科を好きになってくれる。そう考え教師
が頑張る授業をしていた。⼀部の⽣
徒の反応や表情、教室の雰囲気と
いった曖昧なもので理解度を確認し
ながら授業を進めた。それで良い授
業ができていると思っていた。

OPPシート活⽤以前
（Before）

OPPA論による教師の教育観の変容例
OPPシート活⽤以後
（After）

堀 哲夫監、中島雅子編（2022）『OPPAで授業をつくる』東洋館出版社。

37

評価で資質・能⼒を育成する︕
表１ 評価の機能

アプローチ ⽬的 準拠点 主な評価
者

学 習 の 評 価
（Assessment of
Learning）

成績認定，進級，進学などのため
の判定（評定）

他の学習者。教師や学校が設定し
た⽬標 教師

学習のための評価
（ Assessment
for Learning）

教師の教育活動に関する意志決定
のための情報収集，それに基づく
指導改善

学校や教師が設定した⽬標 教師

学習としての評価
（Assessment as
Learning）

⾃⼰の学習のモニタリング，およ
び，⾃⼰修正や⾃⼰調整（メタ認
知）

学習者個々⼈が設定した⽬標や，
学校・教師が設定した⽬標 学習者

石井英真（2013）「これからの社会に求められる学力とその評価 －『真正の学力』の追求」『初等教育資料』東洋館出版社、p. 31。

Earl, L. M. (2003). Assessment as Learning: Using Classroom Assessment to Maximize Student Learning, Corwin Press, 26.

OPPAの機能

指導と評価の⼀体化 学習と評価の⼀体化

38

OPPA論とは

l概念や考え⽅の形成・変容過程に注⽬して開発された。
l学習者が1枚の⽤紙（OPPシート）の中に、学習前・中・後の学習
履歴として記録し、その全体を学習者⾃⾝に⾃⼰評価させる教育論。

39

概念や考え⽅の形成過程を⾃覚すること

39

OPPA論の活用で期待できる効果 東洋館出版社ウェブサイト

★子どもの認知構造が明らかになる。←価値づけの重視
★子どもの変容を適切に見取ることができる。←学習履歴
★子どもの資質･能力を育成できる。←非認知能力
★子どものメタ認知を育成できる。←内化・内省・外化
★子ども自身が自分の成長を実感できる。←幸福度（well-being）
★子どもの学ぶ意欲が高まる。←自己効力感・自己肯定感
★教師が子どもの学びを見取り、指導に生かせる。

←指導と評価の一体化
★教師の授業改善、学習者の学習改善につながる。

40

https://www.toyokan.co.jp/products/3727?srsltid=AfmBOooee8lCPvoRUsiiEcArmTtNkmv4TeSb0A9sezothXrZe-eWG7np&variant=47952945053929

堀哲夫監修,中島雅子編著

シリーズ『OPPAでつくる授業』
東洋館出版社より絶賛発売中！
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